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出
を
図
る
た
め
、
地
元
市
町
の

ほ
か
、
地
域
の
観
光
・
宿
泊
事

業
者
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
な
ど
と

意
見
交
換
を
重
ね
て
き
た
と
伺

っ
て
い
る
。

　
安
房
の
活
性
化
を
第
一
に
全
力
を
注
ぐ
、
川
名
康
介
議
員
（
鴨
川

市
・
南
房
総
市
・
安
房
郡
選
出
）
は
、
２
月
定
例
県
議
会
の
一
般
質
問

と
予
算
委
員
会
に
登
壇
し
、
安
房
地
域
の
観
光
振
興
や
森
林
整
備
と
地

す
べ
り
対
策
、
教
育
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
県
民
の
立
場
か
ら
の
課
題

を
取
り
上
げ
、
県
執
行
部
の
考
え
方
を
た
だ
し
ま
し
た
。
川
名
議
員
の

そ
の
他
の
質
問
も
合
わ
せ
て
、
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

令
和
8
年
度
当
初
予
算
案
を

見
る
と
、「
千
葉
の
自
然
を
活
用

し
た
観
光
地
域
づ
く
り
促
進
事

業
」で
は
、
養
老
渓
谷
温
泉
郷

に
続
い
て
、
新
た
に
内
房
及
び２月県議会一般質問に登壇した川名議員

内
房・外
房
、本
県
を
代
表
す
る
観
光
地
域
に

内
房・外
房
、本
県
を
代
表
す
る
観
光
地
域
に

内
房・外
房
、本
県
を
代
表
す
る
観
光
地
域
に
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川
名
議
員
　
県
で
は
、
令
和

6
年
以
降
、
海
を
活
用
し
た
観

光
振
興
を
念
頭
に
、
海
沿
い
の

地
域
を
中
心
と
し
て
、
海
岸
で

の
利
活
用
や
海
辺
の
賑
わ
い
創

し
い
西
海
岸
が
続
き
、
各
地
で

「
海
と
夕
陽
」が
織
り
成
す
景
観

を
楽
し
め
る
な
ど
、
誘
客
拡
大

が
期
待
で
き
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
備
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
等
に
よ
り
都
市
圏
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
性
が
高
い
こ
と
か

ら
、
近
年
、
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー

ホ
テ
ル
や
サ
ー
キ
ッ
ト
体
験
施

設
な
ど
、
富
裕
層
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
た
民
間
投
資
が
進
み
、

消
費
額
の
大
き
な
観
光
客
を
呼

び
込
む
拠
点
の
立
地
が
相
次
い

で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
動
き
を
踏
ま
え
、

県
と
し
て
は
、
地
元
市
町
や
民

間
事
業
者
等
と
連
携
し
、
拠
点

間
の
連
携
強
化
や
周
遊
性
の
向

上
、
新
た
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

の
創
出
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
3
市
1
町
に
ま
た
が
る
内

房
地
域
を
一
体
的
な
観
光
地
域

と
し
て
形
成
し
、
国
内
外
に
訴

求
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

川
名
議
員
　
ま
だ
ま
だ
道
路

整
備
が
必
要
な
、
外
房
地
域
に

つ
い
て
伺
う
。
外
房
地
域
の
中

断
を
行
う
と
と
も
に
、
海
中
公

園
周
辺
の
観
光
施
設
や
博
物
館

と
連
携
し
た
地
域
一
帯
の
あ
り

方
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

調
査
研
究
の
具
体
的
な
内
容

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
地
元
市

や
事
業
者
等
と
設
置
す
る
協
議

会
に
お
い
て
議
論
し
て
決
め
て

い
く
予
定
で
あ
り
、
県
と
し
て

は
、
調
査
研
究
の
結
果
を
具
体

的
な
取
組
に
つ
な
げ
、
広
域
的

な
観
光
地
域
の
形
成
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

の
よ
う
な
こ
と
を
行
う
の
か
。

　

商
工
労
働
部
長
　
鴨
川
市
に

つ
い
て
は
、
鴨
川
シ
ー
ワ
ー
ル

ド
周
辺
を
は
じ
め
、
天
津
小
湊

や
太
海
な
ど
で
、
魅
力
的
な
観

光
資
源
を
中
心
に
温
泉
宿
の
集

積
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
地
域
間
の
連
携
や
周
遊
を

促
進
す
る
方
策
に
つ
い
て
調
査

研
究
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
勝
浦
市
に
つ
い
て
は
、

開
業
か
ら
45
年
が
経
過
し
て
い

る
海
中
公
園
展
望
塔
の
状
態
診

千
葉
経
済
圏
の
確
立
に
向
け
た
取
組

外
房
の
２
地
域
で
も
取
組
が
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

私
と
し
て
も
今
後
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
取
組
が
行
わ
れ

て
い
く
の
か
注
目
し
て
お
り
、

ま
ず
は
こ
の
機
会
に
、
県
が
両

地
域
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、

な
ぜ
対
象
地
域
と
し
て
選
ん
だ

の
か
を
確
認
し
て
お
き
た
い
と

思
う
。

　

ま
ず
は
、
館
山
道
が
改
良
さ

れ
つ
つ
あ
り
、
都
内
と
の
相
対

距
離
が
短
く
な
り
つ
つ
あ
る
、

内
房
に
つ
い
て
伺
う
。
富
津
市

か
ら
館
山
市
に
か
け
て
の
内
房

地
域
で
観
光
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
た
理
由
や
狙

い
は
何
か
。

　

商
工
労
働
部
長
　
富
津
市
か

ら
館
山
市
に
か
け
て
の
内
房
地

域
は
、エ
リ
ア
の
玄
関
口
に
訪

日
外
国
人
の
関
心
が
高
ま
り
つ

つ
あ
る
鋸
山
を
有
す
る
と
と
も

に
、
沿
岸
部
は
首
都
圏
で
は
珍

で
鴨
川
市
と
勝
浦
市
を
観
光
地

域
づ
く
り
の
対
象
と
し
た
理
由

や
狙
い
は
何
か
。

　

知
事
　
外
房
地
域
の
中
で
、

鴨
川
市
と
勝
浦
市
は
、
本
県
を

代
表
す
る
集
客
施
設
や
知
名
度

の
高
い
観
光
資
源
を
有
し
、
県

内
外
か
ら
安
定
的
に
来
訪
者
を

集
め
て
き
た
、
外
房
地
域
の
観

光
を
牽
引
す
る
中
核
的
な
エ
リ

ア
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
鴨
川
市
は
、

長
時
間
の
滞
在
が
可
能
な
鴨
川

シ
ー
ワ
ー
ル
ド
に
加
え
、
温
泉

宿
泊
施
設
の
集
積
や
、
海
と
里

山
が
調
和
し
た
豊
か
な
自
然
環

境
な
ど
、
滞
在
型
観
光
の
基
盤

を
有
し
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
勝
浦
市
は
、
朝
市
や

ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
、
勝
浦
タ
ン

タ
ン
メ
ン
と
い
っ
た
地
域
ぐ
る

み
の
取
組
に
加
え
、「
猛
暑
日
ゼ

ロ
」と
い
う
気
候
特
性
が
全
国

的
に
注
目
を
さ
れ
る
な
ど
、
他

の
地
域
と
の
差
別
化
に
つ
な
が

る
特
徴
を
有
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
県
と
し
て
は
、
ま

ず
は
海
と
い
う
共
通
の
観
光
資

源
を
持
ち
な
が
ら
異
な
る
強
み

も
あ
る
2
市
に
お
い
て
、
民
間

事
業
者
と
も
連
携
し
、
観
光
資

源
の
磨
き
上
げ
や
周
遊
促
進
等

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
周
辺
地

域
へ
の
展
開
も
見
据
え
つ
つ
、

本
県
を
代
表
す
る
観
光
地
域
を

形
成
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。　

今
後
の
展
開
に
期
待

す
る
と
と
も
に
、
関
係

市
町
、
関
係
団
体
と
の
意
見
交

換
等
を
密
に
行
っ
て
頂
く
よ
う

要
望
す
る
。

要望

げ
る
た
め
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
の

促
進
や
雇
用
の
場
の
創
出
な
ど

に
取
り
組
み
、
地
域
の
特
性
や

強
み
を
踏
ま
え
た
産
業
・
地
域

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
成
田
空
港
周
辺
だ
け

で
は
な
く
、
千
葉
県
全

体
で
強
い
産
業
を
作
っ
て
い
け

る
よ
う
、
戦
略
的
に
進
め
て
頂

く
よ
う
要
望
す
る
。

　

川
名
議
員
　
千
葉
の
自
然
を

活
用
し
た
観
光
地
域
づ
く
り
促

進
事
業
に
つ
い
て
、
外
房
地
域

に
お
け
る
調
査
研
究
と
は
、
ど

要望

域
に
つ
い
て
、
産
業
拠
点
の
核

と
な
る
企
業
等
を
呼
び
込
む
た

め
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場

調
査
や
、
県
の
投
資
環
境
に
関

す
る
情
報
発
信
な
ど
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
こ
う
し
た
取
組
の
波

及
効
果
を
、
県
南
部
を
は
じ
め

と
し
た
各
地
域
の
発
展
に
つ
な

線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

進
展
に
よ
り
、
人
や
モ
ノ
の
流

れ
が
一
層
大
き
く
な
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

機
会
を
捉
え
、
民
間
か
ら
の
投

資
を
促
進
す
る
た
め
、
戦
略
的

な
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
は
、
本
県
経
済
を
牽

引
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
地

　

川
名
議
員
　
千
葉
経
済
圏
の

確
立
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

伺
う
。「
新
た
な
産
業
・
地
域
づ

く
り
推
進
事
業
」に
つ
い
て
、

県
南
地
域
へ
の
波
及
効
果
を
見

据
え
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

 　
総
合
企
画
部
長
　
成
田
空

港
の
拡
張
事
業
や
広
域
的
な
幹
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森
林
整
備
で
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
を

　

し
か
し
、
管
理
が
行
わ
れ
ず

放
置
さ
れ
た
森
林
は
、
台
風
や

豪
雨
の
際
に
、
風
倒
木
や
流
木

被
害
の
発
生
要
因
に
な
る
可
能

性
が
大
い
に
あ
る
。

　

県
で
は
、
令
和
元
年
房
総
半

島
台
風
に
お
い
て
、
風
倒
木
に

よ
る
道
路
の
寸
断
や
停
電
な
ど

が
多
発
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

に
向
け
た
効
果
的
な
対
策
を
講

じ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
伺
う
。
県
教
育
委
員

会
は
、
児
童
生
徒
の
自
殺
予
防

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

　

教
育
長
　
近
年
の
、
児
童
生

徒
の
自
殺
者
数
の
増
加
は
大
変

憂
慮
す
べ
き
状
況
で
あ
り
、
県

教
育
委
員
会
で
は
、
早
急
に
有

効
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
自
殺
予
防
に
係
る

周
知
啓
発
や
教
職
員
向
け
の
実

践
的
な
研
修
に
加
え
、
今
年
度

か
ら
は
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
相
談

窓
口
を
設
置
し
た
ほ
か
、
問
題

が
発
生
し
た
際
に
学
校
に
直
接

赴
き
、
初
期
対
応
を
行
う
専
門

人
材
を
配
置
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

ま
た
、
生
徒
の
出
欠
席
や
心

身
の
状
態
、
相
談
等
へ
の
対
応

状
況
等
を
複
数
の
教
職
員
で
共

有
し
、
生
徒
が
発
す
る
サ
イ
ン

を
見
逃
さ
ず
組
織
的
に
対
応
す

る
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
新

た
な
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ

と
と
し
、
必
要
な
予
算
を
令
和

こ
う
し
た
被
害
の
未
然
防
止
策

と
し
て「
災
害
に
強
い
森
づ
く
り

事
業
」を
実
施
し
て
い
る
と
伺
っ

て
い
る
。

　

そ
こ
で
伺
う
。
県
が
実
施
し

て
い
る「
災
害
に
強
い
森
づ
く
り

事
業
」の
状
況
は
ど
う
か
。

　

農
林
水
産
部
長
　
県
で
は
、

令
和
元
年
房
総
半
島
台
風
に
よ

れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
現
状
か
ら
、
教
師

や
保
護
者
、
周
囲
の
大
人
た
ち

が
、
子
ど
も
の
行
動
や
態
度
の

変
化
に
早
期
に
気
づ
く
こ
と
が

大
切
で
あ
り
、
例
え
ば
、
普
段

明
る
か
っ
た
子
ど
も
が
急
に
無

口
に
な
っ
た
り
、
学
校
に
行
き

た
が
ら
な
く
な
っ
た
り
す
る
場

合
に
は
、
何
ら
か
の
サ
イ
ン
で

あ
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
う
。

　

こ
う
し
た
サ
イ
ン
を
見
逃
さ

ず
、早
期
に
対
応
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
が
抱
え
る
問
題
を
解
決

す
る
こ
と
が
で
き
、
自
殺
防
止

円
を
令
和
8
年
度
か
ら
補
助
す

る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
立
中
学
校
等
に
在

籍
す
る
生
徒
に
つ
い
て
は
、
現

在
行
っ
て
い
る
第
3
子
以
降
の

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
継
続

す
る
予
定
で
す
。

　
給
食
費
の
支
援
や
学

校
整
備
な
ど
、
課
題
が

多
く
あ
る
が
、
着
実
に
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

川
名
議
員
　
県
立
高
校
の
教

育
環
境
の
向
上
に
つ
い
て
、
施

設
整
備
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

　

教
育
長
　
県
立
高
校
の
教
育

環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
、
長

寿
命
化
計
画
に
基
づ
く
大
規
模

改
修
に
よ
り
、
校
舎
の
内
外
装

の
全
面
改
修
な
ど
を
進
め
る
と

取
り
組
む
市
町
村
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

川
名
議
員
　
県
は
被
害
森
林

の
整
備
の
た
め
に
、
林
業
事
業

体
に
対
し
ど
の
よ
う
な
支
援
を

行
っ
て
い
る
か
。

　

農
林
水
産
部
長
　
被
害
森
林

の
再
生
に
つ
い
て
は
、
現
地
に

傾
い
た
木
や
、
倒
木
、
折
れ
た

枝
が
あ
り
、
通
常
に
比
べ
危
険

度
が
高
い
作
業
と
な
る
こ
と
か

ら
、
県
で
は
、
林
業
事
業
体
の

就
業
者
を
対
象
に
、
安
全
に
被

害
木
の
除
去
を
行
う
た
め
に
必

要
と
な
る
高
度
な
技
術
を
習
得

す
る
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
被
害
森
林
を
効
率
的

か
つ
安
全
に
整
備
で
き
る
よ
う
、

作
業
員
の
身
体
へ
の
負
担
軽
減

が
図
ら
れ
、
伐
採
や
枝
払
い
な

ど
一
連
の
作
業
を
一
貫
し
て

で
き
る
高
性
能
林
業
機
械
等
の

レ
ン
タ
ル
料
に
つ
い
て
支
援
す

る
と
と
も
に
、
安
全
装
備
品
の

購
入
費
な
ど
へ
の
助
成
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
県
内
の
林
業
事
業

体
へ
の
支
援
を
通
じ
て
、
本
県

　

川
名
議
員
　
森
林
整
備
は
、

里
山
ら
し
い
景
観
の
維
持
や
、

二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
地
球
温

暖
化
の
防
止
を
推
進
す
る
機
能

の
ほ
か
、
降
っ
た
雨
を
貯
留
す

る
機
能
や
土
砂
流
出
を
防
止
す

る
機
能
を
持
ち
、
県
土
を
保
全

し
、
防
災
・
減
災
の
た
め
に
も

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

自殺予防対策自殺予防対策自殺予防対策
小中高生の小中高生の小中高生の

教育環境の向上を―教育環境の向上を―

予算委員会で質問する川名議員

る
風
倒
木
被
害
の
発
生
を
契
機

と
し
て
、
令
和
２
年
度
か
ら「
災

害
に
強
い
森
づ
く
り
事
業
」
を

創
設
し
、
重
要
イ
ン
フ
ラ
施
設

の
周
辺
に
お
い
て
、
被
害
木
や

危
険
木
を
伐
採
し
、
植
栽
等
の

森
林
整
備
を
実
施
す
る
市
町
村

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

当
該
事
業
に
つ
い
て
は
、
令

和
6
年
度
ま
で
の
5
年
間
で
、

14
市
町
に
活
用
さ
れ
、
被
害
森

林
の
再
生
な
ど
、
約
39
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
森
林
整
備
が
実
施
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
年
度
に

お
い
て
も
、
8
市
町
で
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
地
球
温
暖
化
の
影
響

等
に
よ
る
気
象
災
害
等
が
激
甚

化
、
頻
発
化
し
て
お
り
、
災
害

発
生
時
に
倒
木
な
ど
に
よ
る
重

要
イ
ン
フ
ラ
施
設
へ
の
被
害
が

生
じ
な
い
よ
う
、
引
き
続
き
、

「
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
」に

　

川
名
議
員
　
厚
生
労
働
省
が

発
表
し
た
統
計
に
よ
る
と
、
全

体
の
自
殺
者
数
が
減
少
す
る

中
、小
中
高
生
の
自
殺
者
数
は
、

2
0
2
5
年
、
全
国
で
5
3
2

人
と
過
去
最
多
と
な
っ
た
。
日

本
の
10
代
の
死
因
は
、
自
殺
が

1
位
と
な
っ
て
お
り
、Ｇ
7
で

も
突
出
し
て
お
り
、
非
常
に
深

刻
な
状
況
と
い
え
る
。

　

自
殺
の
主
な
原
因
と
し
て
は
、

学
業
不
振
、
入
試
に
関
す
る
悩

み
と
い
っ
た
個
人
的
な
問
題
に

加
え
、
い
じ
め
な
ど
の
学
校
で

の
人
間
関
係
の
問
題
が
あ
げ
ら

の
森
林
の
整
備
が
図
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

川
名
議
員
　
農
林
水
産
大

臣
指
定
の
地
す
べ
り
防
止
区
域

に
つ
い
て
、
安
房
地
域
に
お
け
る

取
組
状
況
は
ど
う
か
。

　

農
林
水
産
部
長
　
安
房
地
域

に
お
け
る
農
林
水
産
大
臣
指
定

の
地
す
べ
り
防
止
区
域
は
、
鴨
川

市
な
ど
3
市
町
に
お
い
て
、
計
76

箇
所
、
約
8
，
1
0
0
ヘク
タ
ー

ル
と
な
って
お
り
、
現
地
の
状
況

や
地
元
要
望
等
に
応
じ
て
県
が

対
策
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
7
年
度
は
、
国
庫
補
助

事
業
で
5
区
域
、
県
単
独
事
業

で
14
区
域
に
お
い
て
必
要
な
対

策
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
1
月

末
現
在
の
執
行
率
は
約
8
割
と

な
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
8
年
度
は
、
国

庫
補
助
事
業
で
約
3
億
円
、
県

単
独
事
業
で
も
約
3
億
円
を
当

初
予
算
案
に
計
上
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
と
も
、
地
域
の

方
々
と
連
携
し
つ
つ
、
計
画
的

な
地
す
べ
り
対
策
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

と
も
に
、
施
設
の
老
朽
化
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

ま
た
、
空
調
設
備
の
整
備
や

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
、
ト
イ

レ
洋
式
化
な
ど
を
計
画
的
に
実

施
し
、
生
徒
の
学
習
環
境
や
教

員
の
執
務
環
境
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

川
名
議
員
　
教
員
の
業
務
改

善
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
か
。

　

教
育
長
　
学
校
に
お
け
る
業

務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、

I
C
T
に
精
通
し
た
業
務
改
善

D
X
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
す

る
と
と
も
に
、
県
立
学
校
あ
て

の
電
話
を
一
元
的
に
受
け
る
統

一
ダ
イ
ヤ
ル
を
開
設
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
多
様
で
柔
軟
な
働
き

方
を
進
め
る
た
め
、
長
期
休
業

期
間
中
の
時
差
出
勤
と
在
宅
勤

務
を
試
行
す
る
な
ど
、
様
々
な

業
務
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

川
名
議
員
　
業
務
改
善
Ｄ
Ｘ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
用
状
況
は

ど
う
か
。

　

教
育
長
　
今
年
度
は
、
小
中

学
校
55
校
、
県
立
の
高
校
と
特

別
支
援
学
校
25
校
に
配
置
を
拡

充
し
、
欠
席
連
絡
や
ア
ン
ケ
ー

ト
の
W
E
B
活
用
、
ク
ラ
ウ
ド

型
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
を
活
用
し

た
教
職
員
間
の
情
報
共
有
等
、

各
学
校
の
課
題
や
希
望
に
即
し

た
伴
走
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
ま

と
め
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
、
各
市

町
村
教
育
委
員
会
及
び
県
立
学

校
に
配
付
し
た
ほ
か
、
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

8
年
度
当
初
予
算
に
計
上
し
ま

し
た
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
体

系
化
し
た
総
合
的
な
対
策
を
取

り
ま
と
め
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
引
き
続
き
、
学
校
と
県
教

育
委
員
会
が
一
体
と
な
っ
て
、

児
童
生
徒
の
自
殺
予
防
対
策
を

確
実
に
実
行
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、

運
用
と
と
も
に
、
教
員

一
人
ひ
と
り
の
意
識
を
高
め
、

し
っ
か
り
と
自
殺
予
防
を
し
て

い
く
よ
う
要
望
す
る
。

　

川
名
議
員
　

　
こ
ど
も
・
若

者
・
教
育
の
充

実
に
つ
い
て
伺

う
。
学
校
給
食

費
の
無
償
化
・

負
担
軽
減
に
つ

い
て
、
県
内
市

町
村
へ
ど
の
よ

う
に
支
援
し
て

い
く
の
か
。

　

教
育
長
　
県

教
育
委
員
会
で

は
、
保
護
者
の

教
育
費
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、

公
立
小
学
校
等

の
児
童
は
一
人

当
た
り
月
額
5
，

2
0
0
円
、
特

別
支
援
学
校
小

学
部
の
児
童
は

一
人
当
た
り
月

額
6
，
2
0
0

要望

要望
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